
 

 

 

オリンピック・パラリンピック教育—パラリンピックから学ぶ 

副校長 齋藤 重雄  

６月１５日（土）土曜公開授業・道徳授業地区公開講座
には、多数ご参観いただき感謝申し上げます。意見交換会
では、「思いやりって？」をテーマに、６年生と保護者・
地域の方で充実した意見交換が行われました。  

６月１８日（火）には、夢・未来プロジェクトとして、
車いすバスケットボールの森紀之選手が来校されました。
パラリンピックや車いすバスケットボールの魅力について

の話を聞いたり、シュートの実演をしていただいたりしま
した。５年生は、車いすバスケットボール体験もしまし
た。  

今年度、本校はオリンピック・パラリンピック教育アワード校として受賞しまし

た。昨年度からは、オリンピック・パラリンピックへの興味・関心を高めるととも
に、オリンピック・パラリンピック教育の障害者理解の取組として、ボッチャ体験や
車いす体験、手話体験、ゴールボール体験等に取り組んでいます。  

パラリンピックとは、車いすで生活している、目で何かを見ることができない等、
様々な障害のある方々によるオリンピックです。前回開催のリオデジャネイロパラリ
ンピックでは、日本人選手は全ての選手がもてる力を全力で出し切り、銀メダル１０
個、銅メダル１４個を獲得しました。  

では、このパラリンピックは、いつから始まったのでしょうか。１９４８（昭和２
３）年７月２９日、第１４回ロンドンオリンピック大会の開会式の日に、イギリスの
ストーク・マンデビル病院の医師ルードヴィッヒ・グッドマンが、車いすの患者さん
によるアーチェリー大会を開催したことが、原点だと言われています。グッドマン医
師は、戦争で傷ついた身体や心を元気していくためには、スポーツが最適だと考えた
のです。その後、１９６０（昭和３５年）第１７回ローマオリンピック大会の後に、
第１回のパラリンピック大会が開催され、「国際ストーク・マンデビル大会」と呼ばれ
ました。次の、１９６４（昭和３９）年第１８回東京オリンピック大会後の「国際ス
トーク・マンデビル大会」では、愛称として「パラリンピック」と呼ばれ、当時のポ
スターにも「パラリンピック」と書かれていました。誰なのかは未だに分かっていま
せんが、名付け親は日本人と言われています。そして、１９８８（昭和６３）年第２

４回ソウルオリンピック大会において、正式に「パラリンピック大会」と呼ばれるよ
うになりました。今では、Para（沿う、並行）＋Olympic（オリンピック）という意味
で「パラリンピック」と呼ばれています。  

パラリンピックの生みの親グッドマン医師は、次のような言葉を残しています。  

 

「失われたものを数えるな、残されたものを最大限に生かせ。」 
 

子供たちは、日々の生活の中で「あれがない。これがない。」「あれができない。これ
ができない。」と言ってやる気をなくすことがあるかもしれません。他人と比べるので
はなく、「自分は、これならできる。」というものを見付け、今できることを精一杯やっ
てみることが必要ではないでしょうか。そうすることで、きっとできることや自分の可
能性が広がっていきます。学校では、これからも、オリンピック・パラリンピックから

の学びを深め、充実を図ってまいります。 
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生活目標 整理整とんをしましょう。  

給食目標 正しい姿勢で食べましょう。  

暑さに負けない食事をしましょう。  

保健目標 夏を健康に過ごしましょう。  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～夏休みの生活指導について～  

生活指導主任 田畑 朋恵 

 

子供たちが楽しみにしている夏休みが

近付いてきました。これまでの生活リズム

を大きく崩すことなく健康な毎日を過ご

せるよう、ご家庭でのご協力をお願いいた

します。  

「夏休みのきまり」を参考に、遊び場所、

帰宅時刻、家族との連絡方法など、ご家庭

での約束をお子様と話し合い、確かめ合っ

てください。 

 事故や病気などに気を付けて過ごすこ

とに加え、災害時の安全についても、ご家

庭で話し合ってみてください。  

 

～委員会活動について～  

特別活動部 藤井 裕花 

 
千駄木小学校には、１０の委員会があり

ます。月に１回、５・６年生の児童と４年

生の計画委員が、自分たちの学校生活をよ

りよくしていくために、委員会活動を行っ

ています。 

また、学校生活をより豊かなものにする

ために、児童の発想を生かした、創意工夫

のある活動も行っています。 

さらに、児童は、学校内の仕事に取り組

むだけでなく、委員会の活動の様子を全校

児童にポスターや放送などを通して、発信

もしています。 

どの委員会も学年を越えて協力し、教え

合いながら責任をもって活動しています。

今後も、子供たちの自主的、実践的な態度

を育んでいきます。 

７月の行事予定 

 

スクールカウンセラー 来校日 

碓井  裕一Ｓ．Ｃ．    ★毎週火・木曜日  

瀬山  千尋Ｓ．Ｃ．    ★毎週月曜日 

 

 

日 曜 諸行事 
放課後  

遊び  

１ 月 
保護者会(2･4･6 年) 兼岩井説明会(6年) 

なかよし給食(6-1) 

× 

２ 火 児童集会 委員会活動 なかよし給食(6-2) × 

３ 水  × 

４ 木 
着衣泳(1･3･4 年) 都学力調査(5 年) 

こころの劇場（6 年） 保護者会(1･3･5 年) 

× 

５ 金 着衣泳（6･2･5 年） 防災宿泊体験(4 年) 質 

６ 土 防災宿泊体験(4 年)  

７ 日   

８ 月 
着衣泳予備日 読み聞かせ  

なかよし給食(6-3)  水道キャラバン(４年) 
○  

９ 火 着衣泳予備日 ○  

10 水 安全指導 ○  

11 木 音楽朝会 ドイツ料理の日 ○ 

12 金 リザーブ給食 質  

13 土   

14 日   

15 月 海の日  

16 火 避難訓練 交通安全指導 ○  

17 水  ○  

18 木 給食終 たてわり班遊び ○  

19 金 
終業式 Ｂ時程 ４時間授業 

岩井事前健診(6 年) 

× 

20 土   

21 日 岩井臨海学校 1 日目(6 年)  

22 月 
夏季休業日始 水泳指導前期始 

岩井臨海学校 2 日目(6 年) 個人面談始 
 

23 火 岩井臨海学校 3 日目(6 年)  

24 水   

25 木   

26 金 前期水泳終  

27 土 ＰＴＡ星空映画会  

28 日   

29 月 サマースクールデー  

30 火   

31 水 個人面談終  

 
※○印の  日は  、校庭で  放課後遊びができます。    

    

  月～  金曜日        4 年生以上      
  火・  木  曜日        3 年生  以上      

  火  ・水曜日      午後  3:00 まで    

  月  ・木・金  曜日    午後  3:40 まで      

  

 


